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地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　
障
害
者
総
合
支
援
法
※
１
で
は
、
障
が
い

の
あ
る
方
が
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営

む
上
で
、
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス

は
自
立
支
援
給
付
※
２

と
地
域
生
活
支
援
事

業
※
３
と
に
大
別
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
「
通

う
」場
の
活
動
支
援
等
は
、
自
立
支
援
給
付

サ
ー
ビ
ス
が
そ
の
中
心
で
す
が
、
安
定
し

て
活
動
す
る
こ
と
が
難
し
い
利
用
者
や
、

以
前
の
小
規
模
作
業
所
※
４

や
障
害
者
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
※
５

の
よ
う
に
、
活
動
内
容
に

よ
っ
て
個
別
給
付
に
な
じ
ま
な
い
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
制
度
化
さ

れ
た
の
が
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
ニ
ー
ズ

や
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
柔
軟
な
制
度
運

用
が
可
能
な
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で

す
。
現
在
、
全
国
に
２
８
２
４
か
所
設
置

さ
れ
て
い
る
（
令
和
３
年
10
月
１
日
現
在
）

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
様
々
な
障

が
い
を
抱
え
る
人
の
相
談
な
ど
の
場
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
創
作
活
動
や
生
産
活
動

を
通
し
て
、
日
中
の
居
場
所
づ
く
り
や
生

き
が
い
づ
く
り
の
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
、

地
域
社
会
と
の
交
流
を
促
進
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

︱
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

�

の
概
要
︱

　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、地
域
に
暮

ら
し
て
い
る
障
が
い
者
や
障
が
い
児
が
利

用
す
る
た
め
に
通
う
施
設
の
こ
と
で
、そ
の

主
な
事
業
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

施
設
の
概
要

　
障
が
い
者
等
が
通
所
し
、創
作
的
活
動
又

は
生
産
活
動
を
行
う
ほ
か
、
地
域
交
流
、
社

会
交
流
の
促
進
を
図
る
施
設（
地
域
の
実
情

に
応
じ
、市
町
村
が
そ
の
創
意
工
夫
に
よ
り

柔
軟
な
運
営
、
事
業
の
実
施
が
可
能
）

基
本
の
活
動

　
基
礎
的
事
業
と
し
て
は
、
創
作
的
活
動
、

生
産
活
動
、社
会
と
の
交
流
の
促
進
等
の
事

業
を
実
施（
そ
の
他
に
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
独
自
事
業
も
展
開
可
能
）

設
置
要
件

　

原
則
と
し
て
10
人
以
上
の
人
員
が
利
用

で
き
る
規
模
で
、創
作
的
活
動
の
機
会
の
提

供
な
ど
が
で
き
る
場
所
や
必
要
な
備
品
を

整
備
し
、
職
員
配
置
の
基
本
は
施
設
長
１

名
、
指
導
員
２
名
以
上

　
ま
た
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、

自
治
体
の
裁
量
が
大
き
く
柔
軟
な
事
業
形
態

で
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
が
可
能
で
す

が
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
成
り
立
ち

に
合
わ
せ
て
類
型
が「
Ⅰ
型
」「
Ⅱ
型
」「
Ⅲ
型
」

の
３
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。（
表
１
）

地域活動支援センター地域活動支援センター
　地域活動支援センターとは、「障害者総合支援法」に基づき、市町村が行う「地域生活支援事業」の　地域活動支援センターとは、「障害者総合支援法」に基づき、市町村が行う「地域生活支援事業」の
一つに位置付けられている支援機関のことです。一つに位置付けられている支援機関のことです。
　今回の特集では、地域活動支援センターの概要について解説しながら、多世代交流施設「メーラ　今回の特集では、地域活動支援センターの概要について解説しながら、多世代交流施設「メーラ
プラザ」内に設置されている飯綱町地域活動支援センターの活動を紹介します。プラザ」内に設置されている飯綱町地域活動支援センターの活動を紹介します。

●障がいの表記について
　�飯綱町では、人や人の状態を表す場合にはひらがな表記（障がい）とし、法令や条例等に基づく
制度や専門用語として漢字が適当な場合には漢字表記（障害）としています。

※�1…障がいのある方の日常生活や社会生活を守り、支えるための法律　　　　※�2…障がいのある方が受給者証の交付を受け必要なサービスを受ける制度
※�3…地域の特性や利用者の状況に応じ柔軟な形態で計画的に実施する事業　　※�4…障がいによって働く事が困難な方の昼間の活動をサポートする施設
※�5…在宅で暮らす障がい者の方の日常生活・地域生活・職業訓練等を支援する施設
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▲池田和行センター所長

▲七夕の飾り付け

若い子が訪れても、継続的
な利用に至らなかったの
で、相談室を若い利用者向
けに模様替えしました。

（表1）

　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
ど
ん
な
所
か
、

実
は
私
も
配
属
さ
れ
る
ま
で
、
よ
く
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
実
際
に
運
営
に
携
わ
っ
て
感

じ
る
こ
と
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
よ
り

は
気
軽
に
誰
で
も
利
用
で
き
て
、
公
共
施
設

よ
り
は
相
談
や
サ
ポ
ー
ト
が
充
実
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
利
用
者
層
も
年
齢
も
、
障
が
い

種
別
も
様
々
で
す
。
毎
日
来
る
人
も
い
れ
ば
、

好
き
な
時
に
フ
ラ
ッ
と
立
ち
寄
る
だ
け
の
人

も
い
ま
す
。
生
活
の
何
気
な
い
話
を
し
て
い

く
人
や
、
困
っ
た
こ
と
や
不
安
を
相
談
に
来

る
人
、「
も
う
、
放
っ
て
お
い
て
下
さ
い
。」
と

言
い
つ
つ
も
自
分
か
ら
連
絡
を
く
れ
る
人
。

本
当
に
多
様
な
皆
さ
ん
が
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
色
々
な
お
話
を
聞
い
て
、「
ど
う
し
た
ら
い

い
ん
だ
ろ
う
ね
。」
と
一
緒
に
悩
む
こ
と
が
多

い
で
す
ね
。

　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
は
、
解

決
し
な
い
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
気

軽
に
立
ち
寄
っ
て
相
談
し
て
み
て
下
さ
い
。

き
っ
と
、
必
要
な
方
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け

に
な
る
は
ず
で
す
。

類型 想定配置職員 想定利用定員 特徴的な活動 以前の事業

Ⅰ型
３名以上（うち２名は常勤）で、
精神保健福祉士などの専門職配
置も必須

概ね20名以上 主に精神障がい者の相談対応
や地域への障害理解啓発など

精神障害者地域生活
支援センター

Ⅱ型 ３名以上（うち１名以上は常勤） 概ね15名以上 機能訓練や入浴サービスの提
供など

障害者デイサービス
センター

Ⅲ型 ２名以上（うち１名は常勤） 概ね10名以上 基本の活動が安定的に実施さ
れていれば足りうる 小規模作業所

FAX　０２６－２１７－１８３０
月曜日～金曜日　９：００～１７:００

お休みさせて
いただきます

飯 綱 町 地 域 活 動 支 援 セ ン タ ー
電話　０２６－２５３－７５１９

28

いこい わたしのじかん

31 休館

いこい わたしのじかん

24
ごご
3:30  ～
        4:30

25
ごご
1:30  ～
        3:30

26 27
ごご
3:30  ～
        4:30

お休みさせて
いただきます

14

いこい わたしのじかん

17 海の日 18
ごご
1:30  ～
        3:30

19 20
ごご
3:30  ～
        4:30

21

いこい わたしのじかん

10
ごご
3:30  ～
        4:30

11
ごご
1:30  ～
        3:30

12 13
ごご
3:30  ～
        4:30

金
3

ごご
3:30  ～
        4:30

4
ごご
1:30  ～
        3:30

5 6
ごご
3:30  ～
        4:30

7

ちかつよてい
2023年7月予定表

月 火 水 木
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ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
て

様
々
な
事
業
に
取
り
組
む

飯
綱
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

飯
綱
町
の
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
平

成
22
年
度
に
「
Ⅲ
型
」
と
し
て
旧
三
水
村
公
民

館
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
開
設
当
初
か
ら
令

和
元
年
度
末
ま
で
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

S
U
N
が
運
営
を
受
託
し
、
令
和
２
年
度
か
ら

は
多
世
代
交
流
施
設
「
メ
ー
ラ
プ
ラ
ザ
」
内
に

お
い
て
、
社
会
福
祉
法
人「
林
檎
の
里
」が
運
営

を
受
託
し
て
い
ま
す
。

　

飯
綱
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
２

名
の
相
談
支
援
専
門
員
が
配
置
さ
れ
、
内
１
名

は
社
会
福
祉
士
の
有
資
格
者
で
す
。
利
用
対
象

者
は
町
内
に
住
所
を
有
す
る
在
宅
障
が
い
者

の
方
（
身
体
障
が
い
者
、
知
的
障
が
い
者
、
精

神
障
が
い
者
、
発
達
障
が
い
者
、
ひ
き
こ
も
り

等
）で
、
通
所
が
可
能
な
本
人（
18
歳
以
上
）及

び
そ
の
保
護
者
で
す
。

　
現
在
の
施
設
利
用
登
録
者
は
38
名
（
令
和
５

年
6
月
30
日
現
在
）
で
、
利
用
者
は
18
歳
か
ら

76
歳
ま
で
と
幅
広
く
、
１
日
当
た
り
の
利
用
者

数
は
概
ね
２
人
～
10
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
飯
綱
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
利

用
者
の
希
望
に
添
う
形
で
創
作
活
動
や
生
産

活
動
の
機
会
提
供
、
地
域
と
の
交
流
促
進
活
動

な
ど
が
展
開
さ
れ
、
毎
日
の
活
動
は
と
て
も
に

ぎ
や
か
で
、
お
し
ゃ
べ
り
も
弾
ん
で
楽
し
い
時

間
が
流
れ
て
い
ま
す
。
夢
や
好
き
な
こ
と
を

語
っ
た
り
、
周
囲
か
ら
刺
激
を
受
け
た
り
、
自

分
の
思
う
よ
う
に
自
由
に
過
ご
せ
る
時
間
と

空
間
は
、
利
用
者
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
大
切

な「
居
場
所
」に
な
っ
て
い
ま
す
。

▲月に１度、ゴミ拾いをしています

▲深沢組のいきいきサロンに参加しました

▲スポーツ大会で皆に会うのが楽しみです！

▲飯綱の「食」について話を聞きました

▲習字に全集中

▲細かい作業は昔から得意です！

～こんな活動しています～
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す
べ
て
の
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　
～
人
と
人
を
つ
な
ぐ
拠
点
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
～

　
飯
綱
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
10
代
の
若
い

人
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
の
年
齢
が
65

歳
を
超
え
、
そ
の
親
御
さ
ん
は
90
歳
を
超
え
て
い
る

と
い
う
お
宅
も
あ
り
ま
す
。「
い
ず
れ
自
分
が
支
え
て

い
く
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
…
」、「
自
分
の
あ
と
、面

倒
を
見
て
く
れ
る
人
は
優
し
く
寄
り
添
っ
て
く
れ
る

だ
ろ
う
か
…
」と
、障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
将
来

へ
の
不
安
を
相
談
さ
れ
る
方
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
飯
綱
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
利
用
者

の
方
が
気
軽
に
通
え
る「
居
場
所
」と
し
て
、
ま
ず
は

積
極
的
に
出
か
け
て
も
ら
う
こ
と
で
、
様
々
な
地
域

の
方
々
と「
つ
な
が
り
」を
持
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
家
族
の

方
も
同
様
で
す
。
家
族
に
近
所
と
の
つ
な
が
り
が
な

く
、
障
が
い
者
本
人
も
活
動
に
行
か
ず
に
ず
っ
と
家

に
い
る
と
す
れ
ば
、
家
族
が
突
然
倒
れ
た
時
に
、
そ

の
人
は
誰
に
も
連
絡
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

緊
急
時
に「
誰
か
」に
気
付
い
て
も
ら
う
に
は
、
ご
近

所
や
福
祉
事
業
者
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
つ
な
が
り
を

持
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
大
切
に
育
て
、
共

に
暮
ら
し
て
き
た
家
族
だ
か
ら
こ
そ
知
り
得
る
こ
と
。

今
の
生
活
で
配
慮
し
て
い
る
こ
と
。
生
活
の
上
で
の

約
束
事
。
将
来
、
こ
ん
な
ふ
う
に
生
き
て
い
っ
て
ほ

し
い
こ
と
。
こ
れ
ら
の
重
要
な
決
め
事
や
情
報
な
ど

を
身
近
な
支
援
者
に
伝
え
、
本
人
に
と
っ
て
一
番
暮

ら
し
や
す
い
支
援
や
仕
組
み
を
一
緒
に
考
え
、
家
族

の
想
い
に
寄
り
添
う
場
所
と
し
て
の
機
能
と
役
割
を
、

飯
綱
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
持
ち
合
わ
せ
て

い
ま
す
。

　

国
で
は
令
和
５
年
度
か
ら
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
に「
Ⅳ
型
」※
を
新
設
し
て
い
ま

す
。
こ
の「
Ⅳ
型
」は
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
て
機
能
拡
充
を
図
っ
た
も
の
で
、

誰
も
が
利
用
で
き
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
や
、

地
域
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
サ
テ

ラ
イ
ト
サ
ロ
ン
の
設
置
、
日
常
生
活
上
の
困

難
を
相
談
支
援
や
専
門
機
関
へ
つ
な
ぐ
取

組
等
、
地
域
と
の
交
流
や
つ
な
が
り
を
重
視

し
た
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
新
た
な

展
開
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
地
域
の
様
々
な
立
場
の
人
が
心

を
通
わ
せ
る
「
居
場
所
」
と
し
て
の
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
を
発
展
さ
せ
、
地
域

と
の
「
つ
な
が
り
」
を
拡
充
し
て
い
く
取
組

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
で
、
障
が
い
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
全
て
の
町
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
進
め
ま
す
。

　
　
問
合
せ
先

　
　
　
飯
綱
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
０
２
６
‒
２
５
３
‒
７
５
１
９

▲土屋葉子社会福祉士

▲利用者の方の書

　
来
所
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な

く
、
お
電
話
で
も
、
様
々
な
心
配

事
や
生
活
の
様
子
を
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。
私
自
身
、
も
と
も
と
障

が
い
児
の
療
育
に
携
わ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
飯
綱
町
の
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
分
よ
り
も

年
齢
が
上
の
方
と
接
す
る
こ
と
が

多
い
で
す
。

　
発
達
障
害
の
特
性
の
現
れ
方
に

は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
早
い

時
期
に
療
育
に
つ
な
が
り
、
特
性

に
あ
っ
た
支
援
や
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
る
事
が
重
要
で
す
。
気
に
な
る

こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
な
ん
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※利用者を障がい者に限定せず、地域住民とのつながり構築を推進する体制が整備されている。

▲会長�羽入田三郎さん

　
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
会
員
自
体

の
減
少
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
活
動
ら
し

い
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

自
身
、
既
に
70
歳
を
超
え
、
子
ど
も

が
お
り
ま
せ
ん
。
自
分
が
亡
き
あ
と

の
妹
の
こ
と
が
や
は
り
心
配
で
す
。

　
障
が
い
者
を
守
る
制
度
が
ち
ゃ
ん

と
あ
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、

家
族
で
あ
る
自
分
と
同
じ
よ
う
な
愛

の
も
と
で
妹
が
保
護
さ
れ
て
い
く
の

だ
ろ
う
か
…
。
正
直
そ
れ
が
、
と
て

も
心
配
で
す
。
制
度
と
感
情
の
乖
離

が
振
り
払
え
ず
、
考
え
込
む
時
が
あ

り
ま
す
。

　
し
か
し
、
考
え
込
む
ば
か
り
で
何

も
し
な
い
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
こ

れ
ま
で
の
活
動
で
関
わ
っ
て
き
た
人

と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

妹
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
将
来
を
実

現
さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。



6掲載してある写真データをご希望の方は、企画課へご連絡ください。（但し、ご本人に限ります。）

　初夏を飛び越えて真夏がやって来たような皐月の陽気、三水小学校のグラウンドに大きな声援が響き渡り
ました。

　台風２号の接近により、当日は雨も心配されましたが、子どもたちの運動会への想いが空に通じたのか、
照りつける太陽がまぶしい快晴でした。

三水小学校運動会

牟礼小学校運動会

5月27日（土）

６月４日（日）



7 最新情報は、ホームページでご覧いただけます。

　りんごっ子保育園の年長園児が、地域おこし協力
隊の山城竜星さんの指導のもと、遠心分離機を使っ
て蜂蜜を搾る「採蜜」作業を体験しました。巣箱の中
にある数枚の巣板を遠心分離機に入れ、１人ずつ順
番にハンドルをくるくる回して蜂蜜を搾り出しまし
た。
　１匹のミツバチが約１か月の生涯の内で蜂蜜を集
める期間は２週間程度で、集める蜂蜜の量はわずか
スプーン１杯（重さにすると５ｇ）だそうです。ミツ
バチから分けてもらった蜂蜜はとても甘くて、皆を
元気いっぱいにしてくれました。

ミツバチさん、ありがとう！
5月30日（火）

　第18回地域福祉フォーラムが町民会館で開催され、
約100人の町民が参加しました。
　今年の福祉フォーラムは、ご近所クリエーターの
酒井保氏を招き、講演をいただきました。まちの中
で開催されている「サロン」を例に挙げ、お年寄りの
地域参加を促す（社会性の支援）だけに止まらず、社
会参加へ（何か役割を与えて）繋げることが、新時代
の「地域づくり」において重要だという話に、参加者
は大きく頷きながら聞き入っていました。

福祉フォーラム
６月1４日（水）

　栄町長寿会13名と、創立100周年を迎えた長野信
用金庫飯綱支店の職員７名の総勢20名で牟礼駅前花
壇の植栽を行いました。この日の植栽に備え、４月
の終わりから長寿会の皆さんが花壇の土づくりと草
取りを行ってきました。今回は、「バーベナ」、「ベコ
ニアビック」、「ブルーサルビア」、「マリーゴールド」、
「ビデンス」の５種類をそれぞれ120株、合計600株
を植えました。駅を訪れる方々に、花を見てもらう
のが楽しみですね。

牟礼駅花壇づくり
5月2６日（金）

　１日から、三水Ｂ＆Ｇ海洋センターのプール営業
が始まりました。海洋センターの屋内温水プールは、
割安な料金で利用でき、健康づくりを目的とした利
用者から根強い支持を得ています。オープン翌週か
らは小学生を対象にした水泳教室も始まり、夏に向
け、泳ぐことに意欲的に取り組む子どもたちが大勢
集まっていました。

マチイチ早く、スタート！
６月1日～
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原作・信州いいづな食の風土記（編集／発行・だんどりの会）
漫画・小林浩道
監修・だんどりの会

第　第　

3131　

回

　

回

　
　
　
　
︱ 

お　

や　

つ

お　

や　

つ  

︱

た
っ
ち
ゃ
ん

た
っ
ち
ゃ
ん

め
っ
け

め
っ
け

だ
る
ま
さ
ん
が

だ
る
ま
さ
ん
が

こ
ろ
ん
だ

こ
ろ
ん
だ

あ
、
あ
、
動動う

ご
う
ご

い
た
い
た

動動う
ご
う
ご

い
て
ね
ー
よ

い
て
ね
ー
よ

動動う
ご
う
ご

い
た
い
た
動動う

ご
う
ご

い
た
い
た

く
っ
そ
～

く
っ
そ
～

子子ここ

ど
も
た
ち
は

ど
も
た
ち
は

遊遊あ
そ
あ
そ

び
な
が
ら

び
な
が
ら
野野の

や
ま

の
や
ま山山
でで

食食たた

べ
ら
れ
る
も
の
を

べ
ら
れ
る
も
の
を

探探さ
が
さ
が

すす
名名め

い
じ
ん

め
い
じ
ん
人人

し
ば
め　

し
ば
め　

踊踊お
ど
り
こ

お
ど
り
こ子子
草草そ

う
そ
う　　

す
い
こ　

よ
つ
ず
み

す
い
こ　

よ
つ
ず
み

ゆ
す
ら
う
め　

ゆ
す
ら
う
め　

す
ぐ
り　

す
ぐ
り　

桑桑く
わ
く
わ

ぐ
み
な
ど

ぐ
み
な
ど

食食たた

べ
る
こ
と
も

べ
る
こ
と
も

遊遊あ
そ
あ
そ

び
の
う
ち
の

び
の
う
ち
の
一一ひ

と
ひ
と

つ
で
し
た

つ
で
し
た

す
っ
ぺ
ッ

す
っ
ぺ
ッ

す
っ
ぺ
っ
ぺ

す
っ
ぺ
っ
ぺ
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※１　ほうろく…七輪の上などに置く浅い鉄鍋
※２　ひね臭い…炊き終えてから時間が経ったにおい

や
め
や
め

や
め
や
め

よ
け
い

よ
け
い
腹腹は

ら
は
ら

減減へへ

っ
て
っ
て

き
た
じ
ゃ
ん

き
た
じ
ゃ
ん

お
ら
の
ポ
ケ
ッ
ト
に

お
ら
の
ポ
ケ
ッ
ト
に

大大だ
い
ず

だ
い
ず豆豆
煎煎いい

っ
た
の

っ
た
の

あ
る
で

あ
る
で

お
～　

そ
れ

お
～　

そ
れ

早早は
や
は
や

くく
言言いい

え
っ
て

え
っ
て

出出だだ

せ
っ
て

せ
っ
て

け
ど
け
ど

そ
の
ポ
ケ
ッ
ト

そ
の
ポ
ケ
ッ
ト

き
れ
い
？

き
れ
い
？

あ
た
し

あ
た
し

遠遠え
ん
り
ょ

え
ん
り
ょ慮慮
し
と
こ

し
と
こ

あ
～
あ

あ
～
あ

こ
ん
な
ん
じ
ゃ

こ
ん
な
ん
じ
ゃ

腹腹は
ら
は
ら

のの
足足たた

し
に
も

し
に
も

な
ん
ね
え
や

な
ん
ね
え
や

確確た
し
た
し

か
に
か
に

腹腹は
ら
は
ら

減減へへ

っ
た
な
ぁ

っ
た
な
ぁ

こ
ね
つ
け

こ
ね
つ
け

食食くく

い
て
ー

い
て
ー

お
ら
お
ら
干干ほほ

しし
飯飯め

し
め
し

食食くく

い
て
ー

い
て
ー

私私わ
た
し

わ
た
し

は
や
き
も
ち

は
や
き
も
ち

食食たた

べ
た
ー
い

べ
た
ー
い

あ
た
し
は

あ
た
し
は

せ
ん
べ
ー
い

せ
ん
べ
ー
い

や
き
も
ち
は

や
き
も
ち
は

小小こ

む

ぎ

こ

こ

む

ぎ

こ

麦
粉
麦
粉
にに
重重じ

ゅ
う
そ
う

じ
ゅ
う
そ
う曹曹
をを
加加く

わ
く
わ

え
て
え
て

こ
ね
て

こ
ね
て
皮皮か

わ
か
わ

を
つ
く
り

を
つ
く
り

味味み

そ

あ

じ

み

そ

あ

じ

噌
味
噌
味
の
な
す
や

の
な
す
や
野野の

ざ
わ

の
ざ
わ沢沢
菜菜なな

小小あ
ず
き

あ
ず
き豆豆
を
あ
ん
に
し
て

を
あ
ん
に
し
て

丸丸ま
る
ま
る

め
て
め
て
蒸蒸むむ

し
ま
す

し
ま
す

せ
ん
べ
い
は

せ
ん
べ
い
は

小小こ

む

ぎ

こ

こ

む

ぎ

こ

麦
粉
麦
粉
をを
水水み

ず
み
ず

でで
溶溶とと

い
て
い
て

季季き
せ
つ

き
せ
つ節節
のの
野野や

さ
い

や
さ
い菜菜
の
に
ら　

な
す

の
に
ら　

な
す

じ
ゃ
が
い
も
な
ど
を

じ
ゃ
が
い
も
な
ど
を
加加く

わ
く
わ

ええ

ほ
う
ろ
く
に

ほ
う
ろ
く
に
薄薄う

す
う
す

くく
油油あ

ぶ
ら

あ
ぶ
ら

を
ひ
い
て

を
ひ
い
て

焼焼やや

き
ま
す

き
ま
す

農農の
う
は
ん
き

の
う
は
ん
き

繁
期
繁
期
の
お
の
お
茶茶ち

ゃ
ち
ゃ

う
け
に
も

う
け
に
も

よ
く
よ
く
作作つ

く
つ
く

ら
れ
ま
し
た

ら
れ
ま
し
た

こ
ね
つ
け
は

こ
ね
つ
け
は

残残の
こ
の
こ

り
の
ご

り
の
ご
飯飯は

ん
は
ん

にに
小小こ

む

ぎ

こ

こ

む

ぎ

こ

麦
粉
麦
粉

水水み
ず
み
ず

をを
加加く

わ
く
わ

え
こ
ね

え
こ
ね

真真まま

んん
中中な

か
な
か

にに
甘甘あ

ま
あ
ま

味味み

そ

み

そ噌噌
をを
入入いい

れ
て
れ
て

丸丸ま
る
ま
る

め
ま
す　

め
ま
す　

ゆ
で
て
か
ら

ゆ
で
て
か
ら

ほ
う
ろ
く

ほ
う
ろ
く
（
※
１
）

（
※
１
）

でで
焼焼やや

く
か
く
か

油油あ
ぶ
ら

あ
ぶ
ら

を
ひ
い
て
そ
の
ま
ま

を
ひ
い
て
そ
の
ま
ま
焼焼やや

き
ま
す

き
ま
す

ひ
ね
ひ
ね
臭臭く

さ
く
さ

くく
（
※
２
）

（
※
２
）

な
っ
た
ご

な
っ
た
ご
飯飯は

ん
は
ん

もも

洗洗あ
ら
あ
ら

っ
て
っ
て
使使つ

か
つ
か

い
ま
し
た

い
ま
し
た

干干ほほ

しし
飯飯め

し
め
し

はは

残残の
こ
の
こ

っ
た
ご

っ
た
ご
飯飯は

ん
は
ん

をを
洗洗あ

ら
あ
ら

っ
て
っ
て
陽陽ひひ

にに
干干ほほ

しし

ほ
う
ろ
く
に

ほ
う
ろ
く
に
薄薄う

す
う
す

くく
油油あ

ぶ
ら

あ
ぶ
ら

を
ひ
い
て

を
ひ
い
て

煎煎いい

っ
て
っ
て
砂砂さ

と
う

さ
と
う糖糖
やや
醤醤し

ょ
う
ゆ

し
ょ
う
ゆ油油
でで

味味あ
じ
あ
じ

を
つ
け
ま
し
た

を
つ
け
ま
し
た
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　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい
住民税均等割非課税世帯に対して、1世帯当たり3万円の給付金を支給します。通知等は
7月中旬以降に順次発送いたします。

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金について

【対象となる方】
〇令和5年度住民税均等割非課税世帯
　�基準日（令和5年6月1日）において、飯綱町の住民基本台帳に記録があり、世帯全員の令
和5年度分の住民税均等割が非課税である世帯。
※ただし、以下の世帯は給付されません。
　①住民税均等割が課税されている者の扶養親族のみで構成される世帯。
　　�（住民税均等割非課税世帯だが、住民税均等割が課税されている他の世帯（息子さん等
の家族）の扶養者となっている場合は給付されません。）

　②基準日（令和5年6月1日）以降に、世帯を分離したことによって該当になった世帯

【支給額】　　1世帯当たり3万円
【対象世帯と申請の有無】　

【その他】
〇�対象世帯の世帯員に、令和５年度住民税の申告をしていない方がいる場合は、申告が必
要です。住民税の申告については、飯綱町役場税務会計課　電話�026-253-4071まで
お問い合わせください。

【給付金の問い合せ先】
〇飯綱町役場保健福祉課福祉係　　電話�026-253-4764

令和5年6月1日時点の住民票は飯綱町にありますか？

令和5年度住民税は世帯全員が
非課税ですか？

令和5年1月2日以降に世帯に
転入した人がいますか？

申請が必要です。
詳しくは「保健福祉課福祉係
電話026-253-4764」までご
連絡ください。

令和4年度「電力・ガス・食料
品等価格高騰緊急支援給付金
(5万円）」を受給しましたか？

支給対象外です。

手続きは不要です。（プッシュ型給付の対象）
支給が決まったら 「電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金の支給のお知らせ」を世帯主あてにお送りします。
※「支給のお知らせ」通知に記載されている振込口座以外を希望される場合や、給付を辞退する場合は別途、手続き
が必要です。

申請が必要です。
飯綱町から 「電力・ガス・食料
品等価格高騰緊急支援給付金
支給要件確認書」が届きますので、
必要事項を記入のうえ提出が必
要です。
詳しくは「保健福祉課福祉係
電話026-253-4764」までご連
絡ください。

令和4年度「電力・ガス・食料
品等価格高騰緊急支援給付金
(5万円）」を受給した時点と、
世帯主は同じですか？

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

受付開始　7月下旬頃
支給開始　8月中旬以降
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　夏休みやお盆の帰省などにより、この時季は花火、仏壇
のろうそくや線香、調理が原因となる火災が起きる恐れが
あります。
　ちょっとした不注意が火災につながります。次の火災事
例を参考に、火災予防にご協力をお願いします。

夏
の
風
物
詩
も
遊
び
方
を
誤
る
と
…

・ 

ロ
ケ
ッ
ト
花
火
の
火

が
、
近
く
の
下
草

に
燃
え
移
り
、
出

火
し
た
。

・ 

花
火
の
後
始
末
が

不
十
分
で
、
ご
み

箱
か
ら
出
火
し
た
。

◎ 

花
火
が
原
因
と
な
る
火
災
を
防
ぐ
た
め
、

水
を
入
れ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
を
準
備
し
、

花
火
が
終
わっ
た
ら
必
ず
水
に
つ
け
て
消

火
し
ま
し
ょ
う
。

楽
し
い
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
中
に
…

・ 

炭
火
の
不
始
末

で
山
火
事
が
発

生
し
た
。

・ 

着
火
剤
を
炭
火

に
継
ぎ
足
し
た

際
、
火
花
が
飛

び
散
り
、
衣
服

に
燃
え
移
り
や
け
ど
を
負
っ
た
。

◎ 

着
火
剤
を
継
ぎ
足
す
際
は
ト
ン
グ
な
ど

を
用
い
て
、
炎
と
距
離
を
空
け
ま
し
ょ

う
。

◎ 

炭
火
は
完
全
に
消
火
す
る
か
消
し
つ
ぼ
に

入
れ
て
処
理
す
る
等
、
そ
の
ま
ま
放
置

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

消 防 ク イ ズ

鳥居川消防署には、どんな消防車両があるでしょ？

夏
の
特
別
出
火
防
止
運
動

　
　
８
月
７
日（
月
）か
ら
８
月
16
日（
水
）ま
で

　　長野市消防局　鳥居川消防署
　　TEL：253-5119  FAX： 253-4119
　　E-mail：toriigawafire@city.nagano.lg.jp

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果

　
２
０
２
２
年
消
防
局
管
内
の

火
災
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
住
宅
火
災
で
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
が
「
設
置
あ
り
の
場

合
」と「
設
置
な
し
の
場
合
」に

差
が
現
れ
ま
し
た
。

▼
設
置
あ
り
の
場
合

　

�

約
８
割
が「
ぼ
や
、
部
分
焼
」

…
火
災
の
早
い
段
階
で
消
し

止
め
る
こ
と
が
で
き
た

▼
設
置
な
し
の
場
合

　

�

約
７
割
が「
全
焼
、
半
焼
」…

火
災
発
見
の
遅
れ
に
よ
る
被

害
の
拡
大

※�

大
切
な
命
・
思
い
出
の
あ
る

家
を
守
る
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

火
を
消
し
て

　 

不
安
を
消
し
て

　
　   

つ
な
ぐ
未
来

問 

合

2023年
全国統一
防火標語

仏
壇
の
ろ
う
そ
く
や
線
香
が
…

・ 

供
え
物
を
下
ろ
す
際
に
、
ろ
う

そ
く
の
火
が
衣
服
に
燃
え
移
って

や
け
ど
を
負
っ
た
。

・ 

火
の
つ
い
た
線
香
が
座
布
団
に
落

下
し
、
く
す
ぶ
り
続
け
て
、
数
時
間
後
に
発
火
し
た
。

◎ 

衣
服
に
着
火
し
て
し
まっ
た
ら
、
そ
の
場
で
床
に
転
が

り
、
顔
や
頭
に
炎
が
上
が
る
の
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

◎ 

ろ
う
そ
く
や
線
香
に
火
を
つ
け
た
ま
ま
、
そ
の
場
を
離

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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〇�インボイス制度（適格請求書等保存方式）の交付を受けるための準備はお済
みでしょうか？
　Q１．�インボイス制度が始まる令和５年10月１日から登録を受けるために

は、いつまでに登録申請書を提出すればよいですか。
　A１．�インボイス制度が始まる令和５年10月１日から登録を受けようとす

る事業者は、令和５年９月30日までに納税地を所轄する税務署長に
登録申請書を提出する必要があります。

　　　　�また、制度開始日後であっても、免税事業者の方は登録申請の際に登録希望日（提出日から
15日以降の登録を受ける日として事業者が希望する日）を記載することで、その登録希望日
から登録を受けることができます。

　※詳しくは、国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp）をご確認ください。相談窓口等もございます。

　道路交通法の一部を改正する法律、道路運送車両の保安基準の一部を改正する省令において、現行
の原動機付自転車から新たに「特定小型原動機付自転車（※）」（電動キックボード等）の車両区分が創設
されました。
※�特定小型原動機付自転車は、原動機付自転車（電動キックボード等）のうち、以下に示す要件のすべてに該当するものをい
います。

令和5年10月1日からインボイス制度が始まります！

令和5年８月１日から「特定小型原動機付自転車」の
課税標識（ナンバープレート）交付開始いたします。

原動機付自転車

特定小型原動機付自転車 一般原動機付自転車

最高速度 20km/h以下

特定小型原動機付自転車
以外のもの

定格出力 0.6kW以下

長さ 1.9m以下

幅 0.6m以下

高さ －

申請書

原動機付自転車のうち、上記に該当するものを特定小型原動機付自転車とし、それ以外の原動機付自転車を一般原動機
付自転車と定義します。

問合せ先　税務会計課　課税係　℡：253-4071

〇運転手の年齢制限
　16歳未満の者の運転の禁止
〇主な交通ルール
　・保安基準への適合等
　・飲酒運転の禁止
　　　　　　　　　　　　ほか
詳しくは警察庁のホームページを
ご覧ください。

国土交通省HPより引用
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後期高齢者医療保険の保険証が更新されます
　現在お使いの保険証（桃色）は、７月31日が有
効期限です。８月１日からは新しい保険証（だい
だい色）をお使いください。新しい保険証は７月
中旬に、長野県後期高齢者医療広域連合の黄色
の封筒に、被保険者１人分を入れて郵送します。
有効期限が過ぎた保険証は、担当課にご返却い
ただくか、ご自身で破棄してください。

限度額適用・標準負担額減額認定証等について
　現在、認定証をお持ちの方で８月１日以降も引き続き対象になる方には、７月中旬に
新しい認定証を送付します。※保険証とは別に、広域連合の黄色の封筒で送付します。

後期高齢者医療の保険料の決定通知を送付します
　７月中旬に、令和５年度の保険料額の決定通知などが入った緑色の封筒を送付します。
　これまで年金からの天引き（特別徴収）だった方が、年金から天引きができないなどの
理由により、口座振替や納付書払い（普通徴収）に切り替わる場合がありますので、封筒
がお手元に届いたら必ず内容の確認をお願いします。

国民健康保険の保険証が更新されます
　現在お使いの保険証（藤色）は、７月31日が有
効期限です。８月１日からは新しい保険証（空色）
をお使いください。新しい保険証は７月中旬に
「長野県国民健康保険被保険者証在中」と赤字で
記載した水色の封筒で、世帯主様あてに世帯の
国保加入者分を同封して郵送します。有効期限
が過ぎた保険証は、担当課にご返却いただくか、
ご自身で破棄してください。

　
　国民健康保険（国保）への加入・脱退などの場合、役場への届出が必ず必要です。別の
保険に加入した場合は、新しい保険の被保険者証を役場へ提示していただき、国民健康
保険脱退の手続きをしてください。
（75歳で国民健康保険から後期高齢者医療制度へ移行する方は、役場で保険証の切り替
え手続きをしますので、脱退手続きは不要です。）

住民環境課　国保年金係　　℡253-4762

後期高齢者医療保険・国民健康保険からのお知らせ

国民健康保険の手続き
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今
年
１
月
に
、神
奈
川
県
大
和
市
か
ら
、夫
と

娘
と
と
も
に
飯
綱
町
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
出

身
は
、
ギ
ョ
ー
ザ
が
有
名
な
栃
木
県
宇
都
宮
市

で
す
。
飯
綱
町
に
来
る
ま
で
は
、神
奈
川
県
で
地

域
情
報
紙
を
発
行
し
て
い
る
民
間
会
社
に
記
者

兼
広
告
営
業
と
し
て
10
年
ほ
ど
勤
め
て
い
ま
し

た
。

　

 集
落
創
生
事
業
の
推
進
を
サ
ポ
ー
ト

　
任
務
は
、町
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
集
落
創
生

事
業
」
の
推
進
で
す
。
全
国
で
少
子
高
齢
化
、人

口
減
少
が
進
み
、
自
治
体
の
維
持・存
続
自
体
が

危
ぶ
ま
れ
る
状
況
が
見
え
隠
れ
す
る
な
か
、
町

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
土
台
と
な
る
集
落
の
機
能

維
持
と
活
性
化
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
、

２
０
１
６
年
に
こ
の
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。
現
在
、16
の
区
ま
た
は
組
が
そ
れ
ぞ
れ
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
打
ち
出
し
、
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
同
時
に
、新
た
に
御
所
之
入
組
と
福
井
団

地
区
の
皆
さ
ん
が
計
画
の
策
定
に
向
け
て
動
い

て
い
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
計
画
を
策
定
す
る
段
階
で
の
話

し
合
い
の
場
に
同
席
し
て
、
第
三
者
の
目
線
で

ア
イ
デ
ア
出
し
や
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
事
業
を
進
め
る
な

か
で
人
手
が
必
要
な
場
合
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
自
体
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
な
ど
、

集
落
の
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
に
は
、
袖
之
山
区
で
毎
年
シ
ダ
レ
ザ
ク

ラ
の
開
花
時
期
に
あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ
て
い
る

「
農
産
物
直
売
所
」
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
数
日
前
か
ら
雨
の
予
報
で
、客
足

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
不
安
を
よ
そ

に
、当
日
は
、上
々
の
賑
わ
い
で
し
た
。
そ
し
て
、

地
元
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
出
品
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
野
菜
や
苗
、手
作
り
品
は
好
評
で
し
た
。
私

も
、
今
ま
で
漬
物
に
な
っ
て
い
る
も
の
し
か
食

べ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
野
沢
菜
や
、
自
分
で
料

理
し
て
食
べ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
行
者
に
ん
に

く
を
購
入
し
、
地
元
の
皆
さ
ん
か
ら
教
わ
っ
た

食
べ
方
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

手
製
の
新
聞
で
事
業
周
知

　
私
の
最
重
要
課
題
は
、
新
た
に
集
落
創
生
事

業
に
取
り
組
み
た
い
と
区
ま
た
は
組
が
自
主
的

に
手
を
上
げ
る
機
運
を
高
め
る
こ
と
で
す
。
ま

ず
は
、
区
長・組
長
会
議
を
は
じ
め
と
す
る
、
町

地域おこし協力隊ただいま活動中　〜三原隊員編〜　

今年は開花が早かった袖之山のシダレザクラ

さ
ま
ざ
ま
な
農
産
物
が

並
ん
だ
直
売
所

地域おこし協力隊
三原�彩音
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内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
に
伺
い
、
事
業
に
つ
い
て

周
知
す
る
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
で
、
４
月
に
は
、「
飯
綱
町
集
落
創

生
新
聞
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｈ
Ｏ（
オ
ラ
ホ
）」を
創
刊
し
、全

戸
配
布
し
ま
し
た
。
新
聞
の
タ
イ
ト
ル「
Ｏ
Ｒ
Ａ

Ｈ
Ｏ
」
は
「
私
の
」「
私
た
ち
の
」
と
い
う
意
味

の
方
言
「
お
ら
ほ
」
か
ら
名
付
け
、男
女
や
世
代
、

立
場
に
関
係
な
く
皆
が
集
落
や
町
の
こ
と
を

「
自
分
事
」
と
し
て
捉
え
、
集
落
や
町
の
た
め
に

で
き
る
範
囲
で
動
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
…
と

い
う
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

　
新
聞
で
は
お
も
に
、
す
で
に
事
業
に
取
り
組

ん
だ
、
も
し
く
は
取
り
組
ん
で
い
る
地
区
の
事

例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
創
刊
号
で
は
、事
業
の

〝
い
ろ
は
〟
を
は
じ
め
、
中
宿
区
、
横
手
区
、
普

光
寺
中
部
組
の
取
り
組
み
、「
ま
ち
づ
く
り
活
動

支
援
事
業
と
の
違
い
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
。
中
宿
の
地
域
の
倉
庫
を
活
か
し
た「
田
休
み

コ
ン
サ
ー
ト
」
や
横
手
の
「
よ
こ
て
方
言
カ
ル

タ
」、
普
光
寺
中
部
の
地
酒
開
発
・
ド
ロ
ー
ン
活

用
な
ど
、
ど
れ
も
地
域
資
源
や
住
民
の
皆
さ
ん

の
ア
イ
デ
ア
を
活
か
し
た
内
容
で
、
と
て
も
興

味
深
か
っ
た
で
す
。

　
ま
た
個
人
的
に
は
、取
材
を
通
し
て
、少
し
で

す
が
町
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、

取
材
と
言
い
な
が
ら
、
お
茶
を
い
た
だ
き
つ
つ

世
間
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
い
う
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。
取

材
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
今
、
第
２
号

の
制
作
を
進
め
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
創
刊

号
・
第
２
号
と
も
に
、

家
事
・
育
児
や
仕
事
の

合
間
に
読
ん
で
い
た

だ
け
た
ら
嬉
し
い
で

す
。

今
後

　
「
飯
綱
町
集
落
創
生
新
聞
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｈ
Ｏ
（
オ
ラ

ホ
）」
の
発
行
を
続
け
る
な
ど
し
て
、
事
業
の
周

知
を
図
り
な
が
ら
、
集
落
創
生
事
業
に
限
ら
ず

町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
等
に
か
か
わ
ら

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
町
の
こ
と
を
少
し
で

も
広
く
詳
し
く
知
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

個
人
的
に
は
、飯
綱
町
の
Ｗ
ｅ
ｂ
マ
ガ
ジ
ン
「
い

い
い
い
い
い
づ
な
マ
ガ
ジ
ン
」
の
町
民
ラ
イ

タ
ー
や
公
民
館
報
の
編
集
委
員
も
や
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
町
内
で
見
か
け
た
際
に
は

声
を
か
け
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

地域おこし協力隊ただいま活動中　〜三原隊員編〜　
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今春創刊した集落創生新聞「ORAHO」
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　健診の受付時間等、詳細は通知でお知らせします。
○乳児健診（場所：子育て支援センター）
　日付：7月27日（木）

○1歳6か月児・3歳児健診
� （場所：飯綱町健康管理センター）
　日付：7月13日（木）

〇離乳食講習会（場所：子育て支援センター）
　日時：7月11日（火）　10:00～12:00
　対象：令和5年2月～令和5年3月生まれのお子さん
　内容：離乳食初期から中期の講義と調理の実演
〇心理相談（場所：飯綱町健康管理センター）
　日時：7月19日（水）　9:00～16:00の間で、1人
　　　　おおむね1時間程度（事前予約制、個別相談）
　�　お子さんの発達に関するご相談（運動や言葉の発
達での心配事、行動面での心配事など）に、臨床心理
士が応じます。7月12日（水）までに飯綱町健康管理
センターへ予約してください。
○おっぱい教室（場所：子育て支援センター）
　日時：7月14日（金）　13:15～16:30
　対象：授乳中、卒乳を考えているお母さん。要予約
　（初回優先）で、個別相談です。（1人30分程度）
○お子さんの定期健康相談（場所：子育て支援センター）
　日時：7月7日（金）、7月21日（金）
　　　　両日とも　9:30～11:00（予約不要）
　持ち物：母子手帳
　�　保健師と栄養士がご相談に応じます。身長・体重
測定もできます。ご利用の方は、マスクの着用のご
協力をお願いします。

　検診の詳細は、4月に各戸配布されている「令和5年
度飯綱町各種検診のご案内」をご覧ください。

〇国保特定健診・町民健診の個別健診を実施します。
　実施期間：令和5年7月1日～令和6年2月末日まで
　持ち物：保険証、受診券、受診料金
　�　新たに健診を申し込まれる方は飯綱町健康管理セ
ンターへご連絡ください。

○肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診を実施します。
　�　受診を希望される方は8月18日（金）までに健康管
理センターへ電話または申請フォームによりお申し
込みください。後日、検診書類をお送りします。
　検診会場：飯綱病院
　日程：�9月11日（月）～9月29日（金）の期間のうち、

平日診療日の14:00～16:00

　　
○定期健康相談
　日時：7月20日（木）　9:30～11:30
　場所：飯綱町健康管理センター　
　�　7月14日（金）までに飯綱町健康管理センターへ予
約してください。
　　来所の際は、マスクの着用のご協力をお願いします。
○心の健康相談
　日時：7月12日（水）　17:00～19:00
　場所：飯綱町健康管理センター
　�　7月10日（月）までに飯綱町健康管理センターへ予
約してください。1人概ね1時間程度。精神保健福祉
士による個別相談です。

〒389-1211飯綱町大字牟礼2220
　業務時間：平日8:30～17:15　　（飯綱病院　東隣）
　電話：026-253-6841　FAX：253-6840　有線：6841

▽母子保健

対　　象
9～10か月 令和4年9月生
6～7か月 令和4年12月生
3～4か月 令和5年3月生

対　　象
3歳児 令和2年1月～2月生
1歳6か月児 令和3年11月～12月生

肝炎ウイルス検査 前立腺がん検診

検
診
内
容

血液を採りB型肝炎・C
型肝炎ウイルスに感染
していないか調べます

血液を採り、血液中
のPSA（前立腺特異
抗原）の値を調べま
す

対
象
者

40歳以上（昭和59年3
月31日以前に生まれた
方）で過去に一度も肝炎
ウイルス検査を受けた
ことがない方

50歳以上の男性
（昭和49年3月31日
以前に生まれた方）

受
診
料

500円
ただし、令和5年4月1
日現在、40・45・50・
55・60・65・70歳の方
は無料

500円

申
請
フ
ォ
ー
ム

前立腺がん検診を同時
に申し込む方もこちら
から申請してください。

▽その他

▽各種健診（検診）のご案内

▽飯綱町健康管理センターのご案内

健 康 案 内 板
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延長窓口のお知らせ
　通常の開庁時間に窓口にお越しいただけない方のた
め、毎週月曜日に一部の窓口を開設します。
▶7月の開設日　3日・10日・24日・31日　
▶時　間　17:15～19:00
▶場　所　第１庁舎　会計係窓口・住民係窓口
▶取り扱い業務
【会計係】
　・税・料金等の納付
【住民係】
　・住民票、戸籍謄抄本等、印鑑証明書の交付
　・印鑑登録　・所得課税証明書の交付
　・マイナンバーカードの交付（予約のみ）
　・マイナンバーカード電子証明書の更新
▶問合せ
　税務会計課　会計係　℡253-4768
　住民環境課　住民係　℡253-4762

マイナンバーカード申請のお手伝いをしています(無料)
▶場　所　住民環境課窓口、郵便局（牟礼・三水・高岡）
▶持ち物　
　役場での申請　本人確認書類（免許証、保険証等）
　　　　　　　　通知カード（お持ちの方）
　郵便局での申請　必要ありません
▶問合せ　住民環境課　住民係　℡253-4762

「地震防災対策の現状調査に関するアンケート」の
実施について

　内閣府では、今後の防災対策に向けて、町民の方々
の声を反映させるため避難意識に関する調査を実施し
ます。
　町民の皆様方には大変にお忙しいところ恐縮ですが、
アンケート調査にご協力いただきますようお願いしま
す。
▶回答フォーム
　URL：�https://en.surece.co.jp/

kaiko2023/
▶実施期間　7月1日から8月31日まで
※回答の際は下記の点にご注意ください。
　・回答は1人1回限りとなります。
　・回答の途中で、回答状況を一時保存はできません。
　・�選択式の設問は該当する選択肢をチェックしてく
ださい。また、記述式の設問は可能な限り具体的
にご回答ください。

　・�回答いただいた内容は、個人が特定できないよう
まとめた後、今後の防災対策の検討に活用させて
いただきます。

▶問合せ　内閣府防災計画担当　℡03-3501-6996
　　　　　総務課　危機管理室　℡253-2511

地域包括支援センター 土曜日窓口開設のお知らせ
　お勤めなどで平日に窓口に来ることのできない方の
ため、ひと月に1回程度、地域包括支援センターの土
曜日窓口を開設し、主に高齢者の生活や介護に関する
相談をお受けします。
▶7月の開設日時
　7月15日（土）　8:30～12:00
▶場　所　飯綱町役場　保健福祉課窓口
�　電話対応も可能ですので、お気軽にご相談ください。
　詳しくは町ホームページをご覧いただくか、地域包
括支援センターまでお問合せください。
https://www.town.iizuna.nagano.jp/docs/8932.html
▶問合せ　飯綱町地域包括支援センター　℡253-2485

高齢者家族介護者の方へ支援事業のお知らせ
　在宅介護に必要な介護用品購入費を一部助成します。
※入院、入所の方は対象外です。
①�家族介護用品給付事業
　紙おむつ、尿取りパッド、使い捨て手袋、ドライシャ
ンプー等を事業協力店にて年額75,000円（年度当初）
を上限として支給します。
▶対象者　
　要介護4または5の住民税非課税世帯及び住民税均等
割課税のみの世帯の在宅高齢者を介護しているご家族
の方
②�紙おむつ補助事業　
　在宅介護の方に紙おむつ等の購入費用を一部助成し
ます。
▶対象者
　町内に在住し要介護２以上の65歳以上の在宅高齢者
で本人が非課税で介護保険料の滞納がない方
▶問合せ・申請場所
　保健福祉課　介護支援係　℡253-4764

福祉医療費受給者証の更新について
　毎年8月1日に福祉医療費受給者証が更新となります。
現在お使いの受給者証は、7月31日が有効期限です。
▶対象の方へ（障がい者（児）、ひとり親家庭等）
　7月下旬までに新しい受給者証を郵送しますので、8
月1日以降の受診分から新しい受給者証を使用してく
ださい。
　なお、現在お持ちの受給者証は、同封の返信用封筒
にて郵送いただくか、直接役場窓口へ返納をお願いい
たします。
　資格区分が乳幼児・児童の方は、高校卒業まで有効
期限がありますので、現在の受給者証を使用してくだ
さい。
　詳細については、受給者証を郵送する際に同封する
チラシをご覧ください。
▶問合せ　保健福祉課　福祉係　℡253-4764

お知らせ
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飯綱町図書利用カード及び
「デジとしょ信州」の利用申込オンライン受付開始
【飯綱町図書利用カード】
　飯綱町公民館図書室、飯綱中学校図書館を利用する
ために必要となる「飯綱町図書利用カード」作成申込が
オンラインでできるようになりました。
▶申込方法
　左下のＱＲコードを読み取り申請フォームに必要事項を
入力してください。URL：https://logoform.jp/f/IncmC
【デジとしょ信州】
　パソコンやスマートフォンで電子書籍を借り、読む
ことができる電子図書館「デジとしょ信州」の利用申込
がオンラインでできるようになりました。
※申込日によっては、お時間をいただく場合があります。
▶申込方法
　右下のＱＲコードを読み取り申請フォームに必要事項を
入力してください。URL：https://logoform.jp/f/JegDI
▶申込できる方
・�町内在住または県外から町内に通勤・通学している
方
・�飯綱町図書利用カードをお持ちの方
　（飯綱町公民館図書室利用カード番号が必要です。）
※�お持ちでない場合は左下の申請フォーム、または飯
綱町公民館図書室、飯綱中学校図書館で「飯綱町図
書利用カード」を作成してください。

「飯綱町図書利用カード」　��　「デジとしょ信州」利用申込
▶問合せ　飯綱町公民館　℡253-6560

認知症サポーターになりませんか？
　「認知症サポーター」は、認知症を正しく理解し、認
知症の人や家族を温かく見守り、支援する応援者です。
サポーターになるには、約90分の講座の受講が必要で
す。
　地区の集まりやお友達同士の集まり、職場や学校な
どへ講師がお伺いして「認知症サポーター養成講座」を
開催することができます。
開催場所や日時、参加人数など、
お気軽にご相談ください。

https://www.town.iizuna.nagano.jp/
fs/9/9/0/7/_/zu-sapo.gif
▶問合せ　飯綱町地域包括支援センター
　　　　　℡253-2485

運転免許証を自主返納した方を支援します！
　町では、運転免許証を自主返納した方の移動を支援
するため、1年度につき1回、次のうちから2つ以内（同
じものも可）の支援を行っています。
（1）��交通系ICカード「くるる」にチャージすることがで

きる5,000ポイント交換券（ただし、70歳以上の
申請者は2,000ポイント（※1）

（2）��しなの鉄道北しなの線牟礼～長野間普通回数券11
枚（※2）

（3）��町内のタクシー事業者で利用することができるタ
クシー利用券500円分10枚（※3）

※1　�70歳以上の申請者は、「IIZUNAであるきバス
カード」を所持することが条件となります。

※2　�有効期間は購入日から3か月。回数券サービスを
2つ選択される方は、11枚ずつ2回に分けて受け
取ることもできます。

※3　�他の割引や他のサービスとの併用はできません。
【対象者】
運転免許証を自主返納した方で以下の条件を満たす方
（1）　飯綱町の住民基本台帳に記載されている方
（2）　住民税等の滞納がない方
【手続き】
運転免許自主返納者支援事業申請書
（右のURL・2次元コードからダウンロー
ドか役場企画課で提供）に必要事項を記入の上、次の
書類を添付し役場企画課まで提出願います。
https://logoform.jp/procedure_detail/n5eq/592/6
◆運転免許証の取消通知書（長野県公安委員会で交付）
　運転免許証を有効期限内に返納したすべての方に無
料で交付されます。再発行はできません。
　原則、運転免許経歴証明書での申請はできません。
運転免許証の取消通知書を持参してください。
　なお、今まで本支援の申請期限を「自主返納した日
から1年以内」としていましたが、令和5年5月1日から
この申請期限を撤廃しました。これにより、平成29年
4月1日以降に自主返納した方で、本支援を受けたこと
がない方も対象となります。
▶問合せ　企画課　企画係　℡253-2512
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マイナポイント支援　特設窓口開設のお知らせ
　令和5年4月からマイナポイントの申込みの支援を行
う特設窓口を、引き続き開設しています。マイナポイ
ントの交換は令和5年9月末までですので、お早めにポ
イント交換をお願いします。
▶実施場所　役場1階連絡通路
▶受付日時
　7月3日（月）から8月31日（木）までの平日
　　　　　　8:30～正午、13:00～17:15
　9月1日（金）から9月29日（金）までの平日
　　　　　　8:30～17:15
▶できること
　・�マイナンバーカードへのキャッシュレス決済サー
ビスの紐づけ

　・マイナンバーカードへの保険証の紐づけ
　・公金受取口座の登録
▶持ち物
　・マイナンバーカード
　・4桁の利用者証明用電子証明書暗証番号
　・�マイナポイントを申込む本人名義の決済サービス
の詳細がわかるもの

　・本人名義の口座情報がわかるもの
▶注意事項
　令和4年10月1日から令和5年3月31日までにマイ
ナンバーカードの新規申請をした方には、みつどんオ
リジナルクオカード（1,000円分）を差し上げています。
受取期限はマイナポイント受取期限と同様に9月末日
まで（5月末日から受取期限を延長しました）としてい
ますので、お早めにマイナンバーカードとともに受け
取りをお願いします。
▶問合せ　企画課　企画係　℡253-2512
　　　　　住民環境課　住民係　℡253-4762

「全国瞬時警報システム（Jアラート）
全国一斉情報伝達試験」の実施について

　弾道ミサイル情報や緊急地震速報など、対処に時間
的な余裕がない事態に関する情報を町防災行政無線を
活用して国から直接、町民の皆様へ伝達する試験が下
記の日程で実施されます。
▶日　時
　第2回目　8月23日（水）
　第3回目　11月15日（水）
　第4回目　令和6年2月9日（金）
　※時間はいずれも午前11時（予定）
▶その他
　この伝達試験は年4回実施されており、第1回目は諸
事情により中止となりました。引き続き、一斉伝達訓
練についてご理解いただきますようお願いいたします。
▶問合せ　総務課　危機管理室　℡253-2511

「残さず食べよう！30・10運動宴会たべきり
キャンペーン」の実施について

　長野県では、食品ロス削減を目的とした「食べ残し
を減らそう県民運動�～ｅ-プロジェクト～」の一環とし
て、特に『宴会料理』の食べ残しを出さない呼び掛けを
行う、「残さず食べよう！30・10運動�宴会たべきり
キャンペーン」を実施しています。
　楽しかった宴会が終わりに近づいたとき、ふとテー
ブルの上を見ると、「お料理がまだ残っている！」なん
てことはありませんか？宴会ではたくさんのお料理が
残ってしまいがちです。
　そんな「もったいない」食べ残しを減らすため、「最
初の30分間と最後の10分間」を自席にて
食事を楽しみ、気持ちの良い宴会にしま
しょう。
▶重点取組期間�　7月から9月まで
▶問合せ　住民環境課　生活環境係　℡253-4762

生ごみ処理機器購入費の補助について
　町ではごみの減量を推進するために、「家庭用生ご
み処理機器」の補助を行っています。
▶補助対象者
　①�町内に住所を有し、かつ居住している者
　②��交付申請時に納期が来ている町税等を納付してい

る者
　※法人は、補助対象外。
　※�平成27年からの生ごみ処理機器補助金の交付を受
けたことがある方については、1世帯の補助対象
個数を超えた補助金の再申請は原則不可。

　※�予算が終わり次第終了となりますのでご留意くだ
さい。

▶補助金額

▶申請時に必要な物
　①��「生ごみ処理機・処理容器」を購入したことを証明

する領収書（※必ず申請者名の記入されたもの）
　②��「生ごみ処理機」購入の場合は保証書の写し
　③��印鑑（認印でも可）
　※�申請書は町HPからダウンロード又は役場窓口で受
取可能。

▶問合せ・申請先　住民環境課　生活環境係　℡253-4762

補助対象品目 補助金額 補助数量
生ごみ処理機
（機械的に生ごみを減量、
又はたい肥にする機械。
工事が伴うものやディ
スポーザーは除く）

本体購入費用
の2分の1
（上限3万円）

1世帯
1台まで

生ごみ処理容器
（コンポスト・ぼかし容
器）

本体購入費用
の2分の１
（1個につき
上限3千円）

1世帯
2個まで
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INFORMATION

航空学生・防衛大学校等学生募集のお知らせ
【航空学生】
▶概　要　�高校卒業後、大空で活躍するパイロットに

なる最短コース
▶資　格　�高卒（見込含）21歳未満の者（空自）、23歳

未満の者（海自）
▶受　付　7月1日（土）～9月7日（木）
▶試験日　1次：9月18日（祝・月）
　　　　　2次：�10月14日（土）～19日（木）までの間

の指定された日
　　　　　3次：�詳しくは地方協力本部へお問い合わ

せください。

【防衛大学校学生】
▶概　要　�国を思い将来を見つめる自衛隊のリーダー

を目指す
▶資　格　高卒（見込含）21歳未満の者
▶受　付　一般　7月1日（土）～10月18日（水）
▶試験日　1次：10月28日（土）
　　　　　2次：�11月28日（火）～12月2日（土）までの

間の指定された日

【防衛医科大学校医学科学生】
▶概　要　�総合臨床医として国際的に活躍できる自衛

隊医官を目指す
▶資　格　高卒（見込含）21歳未満の者
▶受　付　7月1日（土）～10月11日（水）
▶試験日　1次：10月21日（土）
　　　　　2次：�12月13日（水）～15日（金）までの間

の指定された日

【防衛医科大学校看護学科学生】
▶概　要　未来に目を向けた看護師養成課程
▶資　格　高卒（見込含）21歳未満の者
▶受　付　7月1日（土）～10月4日（水）
▶試験日　1次：10月14日（土）
　　　　　2次：�11月25日（土）・26日（日）のいずれ

か指定された日
▶問合せ　自衛隊長野地方協力本部
　　　　　長野地域事務所　℡235-6026

　　　
7月の「おはなしの会」

▶日時・対象　7月8日（土）、22日（土）
　　　　　　　10:00～10:15（0～2歳）
　　　　　　　10:20～11:20（3歳～小学校低学年）
▶場　所　飯綱町民会館　元気の館
▶問合せ　飯綱町民会館　℡253-6560

可燃ごみ５月分の委託収集量のお知らせ
　令和5年5月の1か月間で、各集積所から収集した可
燃ごみの重量、基準年及び前年との比較は次のとおり
です。

　今まで捨てていた野菜の茎や皮等まで活用して、食
材を無駄なく使い切りましょう。

家電リサイクル法指定取引場所の名称変更について
　飯綱町分別ガイドブック（2022年3月発行）内の指定
取引場所につきまして、以下のとおり変更となります。
　例えば、購入した家電小売業者が廃止した・遠方に
ある又は不明である等で利用できない場合、事前に郵
便局でリサイクル料金を支払い後、発行されたリサイ
クル券を対象品目に貼付し、直接指定引取場所へ運ぶ
場合に必要となります。
　なお、今回は名称のみの変更となりますので、所在
地・電話番号・FAX番号の変更はありません。

▶指定引取箇所
　【変更前】�東海西濃運輸株式会社�長野指定取引場所
　【変更後】�西濃運輸株式会社�長野指定取引場所
▶記載箇所　飯綱町分別ガイドブック（2022年3月）内、
� 　�　21頁�表１：指定引取場所
▶問合せ　住民環境課　生活環境係　℡253-4762

「サマージャンボ宝くじ」、「サマージャンボミニ」
が発売されます

　この宝くじの収益金は市町村のまちづくりや環境対
策、高齢者対策など地域の方々の福祉向上のために使
われます。サマージャンボは、長野県内の宝くじ売り
場でお買い求めください。またはインターネット購入
もできます。
　※役場では販売していませんので、ご注意ください。

【サマージャンボ宝くじ】
（発売総額720億円・24ユニットの場合）
1等：5億円×24本、前後賞：各1億円×48本
【サマージャンボミニ】
（発売総額210億円・7ユニットの場合）
1等：2,000万円×28本、前後賞：各500万円×56本

▶発売期間　7月4日（火）から8月4日（金）まで
▶抽選日　8月18日（金）
▶問合せ　企画課　人口増推進室　℡253-2512

今月 基準年 前年
Ｒ5年
5月

Ｈ25年
5月 差引量 増・減 R4年

5月 差引量 増・減

125t 193t △68ｔ △35% 141t 16ｔ △11%

催　し
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くらしの情報

人権相談所を開設します
　長野人権擁護委員協議会と長野地方法務局では、特
設人権相談所を以下の日程で開設します。�
　いじめ・体罰など子どもに関する問題、セクハラ・
性差別などの問題、同和問題、高齢者・障がいのある
方に関する問題のほか、夫婦、親子など家庭に関する
悩みごとなど、日頃のお困りごとについて人権擁護委
員による相談を受けますので、お気軽にご相談くださ
い。�相談は無料で、秘密は固く守られます。
▶日　時　7月11日（火）　10:00～15:30�
▶場　所　メーラプラザ　ホール
▶問合せ　住民環境課　住民係　℡253-4762

認知症等介護専門相談会開催のお知らせ
　認知症についての悩みや介護相談、対応方法など認
知症に関すること全般について、専門の相談員が相談
に応じます。
▶対象者
　認知症が気になる方、介護している家族、介護サー
ビス関係者をはじめ、認知症の方の生活に関わってい
る方はどなたでもご相談ください。今年度も、5月・7
月・9月・11月・1月・3月の6回を予定しています。
※地域包括支援センターでは、相談会に限らず随時、
認知症や介護、その他高齢者の生活全般に関する相談
を受け付けていますので、ご相談ください。
▶日　程　7月19日（水）
▶時　間　13:00～、14:00～、15:00～　それぞれ１件１時間
▶場　所　飯綱町役場　第一庁舎　１階相談室
▶申し込み方法
　相談希望の方は、7月12日（水）までに下記までお申
し込みください。
▶問合せ　飯綱町地域包括支援センター　℡253-2485
　　　　　E-mail：houkatsu@town.iizuna.nagano.jp

弁護士による無料法律相談のお知らせ
　法律問題等でお困りの方は、ぜひこの機会に弁護士
へご相談ください。相談は無料です（事前の電話予約が
必要）。なお、相談時間は1人20分以内で定員は6名です。
▶日　時　７月27日（木）　13:30～15:30
▶場　所　飯綱町民会館　２階　会議室
▶予約受付　７月19日（水）　8:30～
　　　　　　（定員になり次第締切）
▶その他
　相談を取りやめる際は、必ずご連絡ください。
▶問合せ・予約　総務課　総務係　℡253-2511

心配ごと相談所の開設
　毎日の生活のちょっとした困り事や悩み事について、
どなたでも気軽にご相談ください。相談は無料で秘密
は固く守られます。
▶日　時　7月11日（火）　13:30～15:30
▶場　所　メーラプラザ　相談室
▶相談員　民生・児童委員
▶問合せ　保健福祉課　福祉係　℡253-4764

失語症者向け意思疎通支援者養成講習会について
　失語症のある方の日常生活や支援について理解し、失
語症のある方と1対1の会話を行うための技術を身に付
けます。さらに買い物などの外出に同行し、会話を支援
するために最低限必要な知識や技術を身に付けます。
▶日　程　�8/20、8/27、9/10、9/24、10/15、

10/29、11/12、11/26　（計8日間　全
て日曜開催）

▶時　間　10:00～16:00（昼食休憩含む）
▶内　容　失語症とは何か
　　　　　失語症のある人の日常生活とニーズ
　　　　　意思疎通支援者の役割
　　　　　コミュニケーション支援方法
　　　　　外出同行支援
　　　　　身体介助方法
　　　　　※�その他失語症の意思疎通支援に必要な項

目を学びます。
▶対象者　�失語症の福祉に関心があり、失語症の意思疎

通支援に携わることができる18歳以上の方
▶受講料�無料
▶お申し込み
　�①氏名、②連絡先（電話番号、メールアドレス、住所）、
③職業を添えてメールにて申し込みください。
　ishisotsu-shien@slht-nagano.org
　長野県失語症者向け意思疎通支援事業　事務局宛
▶申込締切　8月9日（水）　17:00まで
▶問合せ　保健福祉課　福祉係　℡253-4764

2023年度　飯綱町民講座を開催します
　飯綱町では、町民の皆さまの学びの場として、毎年
「飯綱町民講座」を開催しています。今年度は、以下の
日程を予定しています。
▶日　時　8月5日（土）　14:00～　（開場・受付13:30）
▶会　場　飯綱町民会館ホール
▶講　師　青木　理　氏
※詳細は、後日開催チラシ等でお知らせします。
▶問合せ　企画課　企画係　℡253-2512
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7月31日（月）は納税日です
　今月の町税及び各種料金の納期限は、現金払い、口
座振替ともに7月31日（月）です。口座振替をご利用の
方は前日までに残高の確認をお願いします。
▶町税・各種料金は次のとおりです。
　�固定資産税、国民健康保険税、介護保険料、後期高
齢者保険料、保育料（時間外含む）、園バス使用料、
一時保育料、学童保育料、緊急通報装置使用料、住
宅使用料、学校給食費
▶問合せ　各担当まで
※�みずほ銀行窓口での町税の納付書（eL-QR印字のもの
を除く）や各種料金、水道料金などの公金に関する納
付書の取扱いは、令和5年3月31日（金）をもって終了
しました。4月1日（土）以降については、窓口での取
扱いが可能な金融機関のご利用をお願いします。な
お、口座振替については引き続きご利用いただけます。

　　　　
救命入門コース開催のご案内

　鳥居川消防署から、救命講習の一つである「救命入
門コース」開催のお知らせをします。
　この講習は心肺蘇生法やAED（自動体外式除細動器）
の使用方法を学んでいただく講習です。
　概ね10歳以上の方から受講できますので、親子での
参加も可能です。お子様の夏休みの思い出に、自由研
究の課題に、皆さまのご参加をお待ちしています。
▶日　時　7月30日（日）　10:00～11:30
▶場　所　鳥居川消防署２階　
▶内　容　・人形を使った胸骨圧迫の講習
　　　　　・訓練用AEDによる取り扱い講習
▶定　員　20名（先着順）
▶参加費　無料（受講後、参加証をお渡します。）
▶申込み　鳥居川消防署へお申し込みください。
▶問合せ　鳥居川消防署　TEL.253-5119

星空観望会のご案内
　天体観測室を使用した星空観望会を、事前予約の定員
制で実施します。ぜひ、お申し込みのうえご参加ください。
▶日　時　7月8日（土）・22日（土）　19:30～21:00
▶会　場　歴史ふれあい館天体観測室
　　　　　※雨天・曇天の場合は開催中止
▶定　員　�10名（開催時間内の入退館は自由、観測室

へは人数制限あり）
▶申込み　予約先着順。開催前日までに、問合せ先まで。
▶参加費　無料
▶問合せ　いいづな歴史ふれあい館　℡253-6646

スマホ教室（初級編）を開催します！
　町にお住まいの高齢者等の皆様を対象に、スマート
フォン教室を開催します。スマホを持っているけど使
い方がわからない、子どもや孫と写真を交換したいな
どの悩みをお持ちの方はぜひご参加ください。
▶日時及び場所
（1）いいづなコネクトEAST（2階　ツクリバLABO）
　9:30～11:00（6回目のみ9:30～11:30）

（2）いいづなコネクトWEST（1階　会議室たかおか）
　9:30～11:00（6回目のみ9:30～11:30）

▶実施内容
１回　①電源の入れ方、ボタン操作方法
　　　②電話のかけ方、カメラの使い方
２回　①スマートフォンを安全に使うためのポイント
　　　②インターネットの利用方法
３回　①アプリのインストール方法
４回　①�SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サー

ビス）の使い方
５回　①地図アプリの利用方法
　　　②住民アプリ「iなび�いいづな」を使ってみよう
６回　①�Zoomを使って体操教室体験、②チャットの

活用
※�各回ごとの申込は可能ですが、全6回を通しての申
込みを推奨します。
▶参加料　無料
▶問合せ・申込み　カンマッセいいづな　℡�262-1995
▶留意事項
・�各回2日前までに電話（受付時間10:00～15:00）か
右のQRコードからお申込みください。
・各回先着15名までです。
・�担当者不在の場合は折返し対応とな
ることがあります。
・�問合せ多数の場合、連絡が翌日以降
になる場合があります。

区分 1回 2回 3回 4回 5回 6回

火曜 7/18 7/25 8/1 8/8 8/22 8/29

木曜 7/20 7/27 8/3 8/10 8/24 8/31

日曜 7/23 7/30 8/6 8/20 8/27 9/3

区分 1回 2回 3回 4回 5回 6回

火曜 9/5 9/12 9/19 9/26 10/3 10/10

木曜 9/7 9/14 9/21 9/28 10/5 10/12

日曜 9/10 9/17 9/24 10/1 10/8 10/15

納税日のお知らせ

鳥居川消防署からのお知らせ

いいづな歴史ふれあい館からのお知らせ
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銃砲刀剣類の登録について
　銃砲刀剣類は銃砲刀剣類所持等取締法により原則と
して所持できませんが、美術品もしくは骨とう品とし
て価値のあるものは長野県教育委員会の登録審査会で
登録手続きを行い、登録証が交付されることにより所
持が認められています。
　令和5年度6月以降の日程・会場は次のとおりですが、
新型コロナ感染症拡大予防の観点から予約制となりま
すのでご注意ください。

▶審査時間　午前の部　9:30～11:30
　　　　　　午後の部�13:00～15:00
▶審査手数料　新規登録審査　6,300円/本
　　　　　　　再交付審査　　3,500円/本
※�登録証がない銃砲刀剣類を発見した場合のほか、登
録証をなくした場合、刀剣類を相続し所有者が変
わった場合など、それぞれ手続きが異なりますので、
詳しくは下記までお問い合わせください。
▶問合せ
　長野県教育委員会　文化財・生涯学習課文化財係
　℡235-7441（直通）

深層に触れしアート展Ⅱ
▶期　間　7月8日（土）～8月20日（日）
▶時　間　9:00～16:00　※入場無料
▶休館日　月曜日
▶場　所　�いいづなアップルミュージアム常設展示ホール
▶�内　容　スピリチュアルな世界観の表現力を持った
美術家たちの合同作品展。目に見える世界の囚われ
を解放し、目に見えない世界を受け入れて感じてく
ださい。

根石千代　「Stream�of�Life」

　飯綱町地域活動支援センターは、障がいのある人の相談
窓口です。また、余暇等の過ごし方を企画し地域での暮ら
しが充実したものになるよう応援しているところです。
■「カフェ」
　皆の交流の場。お茶を飲みながら会話を楽しみます。
▶日　時　7月3・10・24日（月）　15:30～16:30
■「いこい」
　精神に障がいのある方の社会復帰に向けての支援や余
暇活動の支援（おやつ作りやカラオケなど）をしています。
▶日　時　毎週火曜日　13:30～15:30
■「余暇企画（わたしのじかん）」
　障がいのある方の余暇活動を支援（クラフト、温泉など）
▶日　時　毎週木曜日　15:30～16:30
※内容など詳細は下記へ問合せください。
▶問合せ　飯綱町地域活動支援センター
　　　　　（メーラプラザ内）　℡253-7519

中学校図書館から開館日のお知らせ
8月 7月

【平日開館】16:30～20:00 【休日開館】9:00～19:00 【平日開館】16:30～20:00 【休日開館】9:00～19:00

22日（火）～25日（金）
29日（火）～31日（木）

1日（火）～6日（日）
8日（火）～13日（日）
15日（火）～20日（日）
26日（土）、27日（日）

4日（火）～7日（金）
11日（火）～14日（金）
19日（水）～21日（金）

1日（土）、2日（日）
8日（土）、9日（日）
15日（土）～17日（月）
22日（土）、23日（日）
25日（火）～30日（日）

※上記以外は閉館日です。新型コロナウイルス感染症の影響により、変更となる可能性があります。

審査月日 審査会場

第2回 7月18日（火）松本合同庁舎　講堂松本市島立1020

第3回 9月20日（水）長野合同庁舎　501～503長野市南長野南県町686-1

第4回 11月15日（水）伊那合同庁舎　講堂伊那市荒井3497

第5回 1月11日（木）松本合同庁舎　講堂松本市島立1020

第6回 3月13日（水）長野合同庁舎　501～503長野市南長野南県町686-1

長野県からのお知らせ

地域活動支援センターからのお知らせ

アップルミュージアムからのお知らせ
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詳細は、下記サイトをご活用ください。
・環境省熱中症予防情報サイト
　https://www.wbgt.env.go.jp

25

※�暑さ指数とは、気温、湿度、輻射熱（日差し等）
からなる熱中症の危険性を示す指標で、「危
険」「厳重警戒」「警戒」「注意」「ほぼ安全」の�5�
段階があります。段階ごとに熱中症を予防す
るための生活や運動の目安が示されています
ので、日常生活の参考にしましょう。

■問合せ　総　務　課　危機管理室　℡253-2511
　　　　　保健福祉課　健康推進係　℡253-6841

　熱中症とは、暑い環境で体温の調整ができなくなった状態で、めまいや吐き気、頭痛、失神等様々な
症状をきたし、最悪の場合は死に至る疾患です。誰でもなる可能性があり、運動中だけでなく、室内で
も起こります。日頃から�しっかり予防�するようにしましょう。
　熱中症の危険性が極めて高い暑熱環境になると予想される場合には、次の点に注意しましょう。

熱中症を予防しましょう！

○�外出はできるだけ控え、暑さを避けましょう
・�熱中症を予防するためには暑さを避けることが
重要です。
・�昼夜を問わず、エアコン等を使用して部屋の温
度を調整しましょう。
・�不要不急の外出はできるだけ避けましょう。

○�熱中症のリスクが高い方に声かけをし
ましょう

・�高齢者、子ども、持病のある方等は熱中症
になりやすい方々です。夜間を含むエアコ
ンの使用やこまめな水分補給等を行うよ
う、身近な方から声をかけましょう。

○�日頃から「熱中症予防行動」を実践しま
しょう

・�のどが渇く前にこまめに水分を補給しま
しょう。（1日あたり1.2Lが目安）
・涼しい服装にしましょう。

○�外での運動は、原則、中止／延期をし
ましょう

・�身の回りの暑さ指数（WBGT）に応じて屋
外やエアコン等が設置されていない屋内で
の運動は、原則、中止や延期をしましょう。

暑い夏は
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　先月は、地域計画の目的、ご協力のお願いについてお知らせしました。今月は、地域計画の内容などを
お知らせします。

　地域計画は、今後も利用していく農地を明らかにし、次の世代に
引き継いでいくために必要な取組を示すもので、地区ごとの話合い
を踏まえて、町が作成・公表します。主な記載内容は、以下のとお
りです。
・地域での作物の生産、栽培方法など、地域農業の将来の在り方
・�農業の担い手が利用する農用地面積割合、それら農用地の団地化
ついての目標
・�10年後の目標として農地利用者を示した地図（利用者ごとに農地
を色分けなどした地図で、「目標地図」といいます。右の図はイメー
ジです。）
・目標達成に必要な取組

　アンケートでは、今後どのくらい耕作を続けたいか、後継者はいるか、借り手の目途は立っているかなど、
農地利用の意向などを確認します。また、農作業委託の状況を可能な限り回答いただくことで、今後、農
地を引き受けた担い手が作業しやすいよう、作業地の分散改善にも役立てる予定です。
　話合いでは、「後継者や借り手のいない農地を、今後、誰が利用するか」について取り上げることになり
ます。地域計画は、10年後の目標となるものですので、関係者で十分な調整が必要です。（必ずしも調整
を完了する必要はなく、そのような農地は「今後検討等」と扱うことができます。）また、話合いで、「日ご
ろ困っていること、皆で話し合いたいと思っていること」を話題にすると、解決の糸口が見つかるかもし
れません。
　地域住民のかたも、農業や地域資源を維持するために、協力できることがあります。農業で行う仕事は、
農作業だけではありません。道の草刈や水路の維持管理のほか、農産物の運搬、ドローンを使った病害虫
防除、包装袋のデザインやイラスト考案など、ご自身のスキルを活かせることがあるかもしれません。
　アンケート、話合いのイメージは、あわせて配布する、黄緑色のパンフレット「地域農業の将来を一緒
に考えてみませんか」に記載されていますので、ご覧ください。

　水田活用直接支払交付金を活用し、作付転換（転作）を行っている水田について、５年間（Ｒ４～Ｒ８）で
一度も水張り（水稲作付）が行われない水田は交付対象とならない、という５年水張りルールが厳格化され
ました。
　今後も水田活用直接支払交付金の対象農地として維持するためには、水稲作付と転換作物の作付のロー
テーションが必要となります。また、転換作物が固定化している水田は畑地化することも検討してください。
　ただし、下記の事項が確認できた場合は水稲作付を行わなくても水張りがされたとみなされます。
　①灌水管理を１カ月以上行うこと
　②連作障害による収量低下が発生していない　※確認方法については今後国から示されます。
　詳しくは下記までお問い合わせください。

今後作成する農業の「地域計画」の内容などを
お知らせします

水田活用直接支払交付金について重要なお知らせ

 地域計画の内容

 アンケート、話合いへの参加のお願い

お問合せ先　飯綱町　産業観光課　TEL：026-253-4765　FAX：026-253-6869

目標地図のイメージ
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こどもこども子育子育てて未来室未来室だよだよりり
飯綱町教育委員会（こども保育係・子育て支援係）℡253-4769　
飯綱町子育て世代支援施設（子育て支援センター�℡253-8853��ワークセンター�℡217-1339）

子育て支援センター土曜開放

　食費等の物価高騰に直面し、影響を特に受ける低所得の子育て世帯に対し、先月のひとり親のご家庭への
支給に続き、ひとり親でない子育て世帯のご家庭にも給付金の支給を実施します。

支給額　児童１人当たり一律５万円
　支給対象者（①または②に当てはまる方）
　　＊ひとり親世帯分の給付金を受け取った方を除く
①�令和４年度中に実施した子育て世帯生活支援特別給付金（前回の給付金）の支給対象者で
　�あった方
　　　▶給付金は、申請不要で受け取ることができます。
　　　▶該当になる方には、６月末にご案内を発送いたしました。
②�令和５年３月31日時点で18歳未満の児童（障害児の場合、20歳未満）を養育する父母等であって、
　�令和５年１月１日以降の収入が急変し、住民税非課税相当の収入となった方
　　　▶給付金を受け取るには、申請が必要です。（申請期限：令和６年２月29日まで）
　　　▶申請を希望される場合は、必要書類等がありますので、あらかじめお電話等でご連絡ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　■お問合せ：子育て支援係　TEL�253-4769

　５月27日（土）に、飯綱町民会館ホールで県立大
学の学生さんによるファミリーコンサートを開催
しました。みんなで踊ったり宝探しをしたり、と
ても楽しい時間を過ごしました。

　■お問合せ：子育て支援係　TEL�253-4769

　子育て支援センターの特別開放ですが、夏休み
や春休みに加えて、月１回の土曜開放をスタート
しました！ぜひご家族で、遊びに来てください。
　利用対象は町内在住の未就学児までで、必ず保
護者の方と一緒にご利用ください。

　７月の特別開放日
　　　29日（土）　10時から15時まで

　＊館内でのお食事はできません。
　＊小学生以上のお子様は、ご遠慮ください。
　＊８月は夏休み特別開放を予定しています。

■お問合せ：子育て支援センター�TEL�253-8853
　子育て支援係�TEL�253-4769

楽しいコンサートでした！

ひとり親世帯（今回の給付金を受取済み）でない方へ
低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金

＊詳しくは町ホームページ
　をご覧ください。
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町では、町名の「いいづな」が国際的により正確な発音で
呼ばれるよう、パスポートに用いられるヘボン式ローマ字
表記を採用し「IIZUNA」と表記しています。

飯綱町広報紙　発行日／令和５年６月30日　発行／長野県上水内郡飯綱町役場　
TEL／026-253-2511　FAX／026-253-5055　E-mail／info＠town.iizuna.nagano.jp
URL／https://www.town.iizuna.nagano.jp/　編集／企画課　印刷／カシヨ株式会社
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し
な
の
鉄
道
活
性
化
懇
談
会

　

２
月
、
飯
綱
町
が
主
催
の
「
し
な
の

鉄
道
活
性
化
懇
談
会
」
が
、
北
部
高
校

を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
し

な
の
鉄
道
専
務
と
飯
綱
町
副
町
長
に
も

ご
出
席
い
た
だ
き
、
高
校
生
が
意
見
を

述
べ
る
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
半
が
し
な
の
鉄
道
北
し
な
の
線
を

通
学
に
利
用
す
る
本
校
生
徒
に
と
っ
て

も
、
鉄
道
や
駅
の
利
便
性
は
関
心
の
高

い
事
柄
で
す
。
本
校
生
徒
か
ら
は
「
四

季
折
々
の
駅
の
装
飾
を
」「
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

︲
Ｆ
ｉ
の
設
置
を
」「
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

の
充
実
を
」
な
ど
様
々
な
声
が
あ
が
り
、

「
で
き
る
こ
と
を
こ
れ
か
ら
一
つ
一
つ

具
体
化
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
方
向
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

３
月
に
も
意
見
交
換
を
行
い
、
４
月

の
入
学
式
の
際
に
は
北
部
高
校
入
学
を

祝
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
牟
礼
駅
に
掲
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
、
北

部
高
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
で
き
る
の
か
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

新
入
生
を
迎
え
活
動
が
活
発
に

　

４
月
に
新
入
生
を
迎
え
、
令
和
５
年

度
の
北
部
高
校
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
は

今
後
も
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

少
し
ず
つ
感
染
拡
大
前
の
活
動
に
戻
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

新
入
生
歓
迎
会
や
校
歌
指
導
、
生
徒

総
会
な
ど
の
生
徒
会
行
事
も
「
４
年
ぶ

り
の
対
面
実
施
」
で
行
い
ま
し
た
。
本

校
生
徒
会
の
最
大
行
事
は
７
月
の
「
北

斗
祭
」
で
す
が
、
様
々
な
注
意
や
対
策

を
施
し
な
が
ら
も
昨
年
以
上
の
盛
会
を

期
待
で
き
そ
う
な
雰
囲
気
で
、
生
徒
た

ち
の
取
り
組
み
に
も
い
っ
そ
う
熱
が
入

り
ま
す
。

　

部
活
動
で
は
、
５
月
の
北
信
大
会
に

多
く
の
運
動
部
生
徒
が
出
場
、
柔
道
部

は
県
大
会
に
進
出
し
ま
し
た
。
ま
た
書

道
部
が
大
型
連
休
中
の
善
光
寺
表
参
道

で
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る

な
ど
、
頑
張
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
に
支
え
て
い
た
だ
き
学
習

　

北
部
高
校
の
教
育
活
動
の
大
き
な
特

色
の
一
つ
で
あ
る
「
地
域
授
業
（
総
合

的
な
探
究
の
時
間
）」
に
つ
い
て
、本
年

度
も
地
域
の
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
き

取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
末
に
あ
た
る
今
年
３
月

に
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
」
で
３
年
間
開
催
で

き
な
か
っ
た
「
地
域
授
業
発
表
会
」
を
、

以
前
の
形
式
通
り
に
飯
綱
中
学
校
講
堂

を
お
借
り
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
お
世

話
に
な
っ
た
地
域
の
皆
様
か
ら
心
の
こ

も
っ
た
ご
講
評
を
い
た
だ
き
、
生
徒
が

感
謝
の
気
持
ち
と
今
後
の
取
り
組
み
へ

の
意
欲
を
高
め
る
有
意
義
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

本
校
１
年
生
全
員
が
「
地
域
授
業
」

で
取
り
組
む「
り
ん
ご
の
栽
培
と
加
工
」

に
お
い
て
は
、
本
年
度
も
隣
接
す
る
三

水
小
学
校
の
児
童
と
一
緒
に
、
摘
花
作

業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
や

保
育
園
、
中
学
校
な
ど
と
交
流
や
共
同

で
取
り
組
む
活
動
は
、
２
年
生
の
「
地

域
授
業
」
や
生
徒
会
活
動
な
ど
他
の
場

面
で
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た

場
面
で
高
校
生
と
し
て
ど
の
よ
う
に
振

る
舞
う
べ
き
か
を
学
べ
る
こ
と
は
、
地

域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ

て
こ
そ
成
り
立
つ
も
の
で
す
。
ま
さ
に

北
部
高
校
な
ら
で
は
の
恵
ま
れ
た
環
境

で
す
。

　

地
域
に
感
謝
し
、
地
域
に
貢
献
で
き

る
教
育
活
動
を
、
北
部
高
校
は
こ
れ
か

ら
も
進
め
ま
す
。

北 部 高 校 地域に感謝し、地域に貢献できるよう頑張っています

「懇談会」の様子は新聞・テレビ等のメディアでも
取り上げていただきました。

「コロナ禍」では発表映像の収録で対応して
いました。ステージ発表は緊張します。

５月、三水小３年生のみなさんと一緒に摘花
作業。秋の収穫が今から楽しみですね。

新入生を中庭に集めての「校歌指導」。一緒に校歌を歌う
上級生にとっても「指導」は初めてのことです。


